
第12回東京循環器睡眠呼吸障害研究会
ー 循環器疾患における睡眠呼吸障害 ー

一般演題 16:15～16:30

ベルサール八重洲

東京都中央区八重洲1-3-7 八重洲ﾌｧｰｽﾄﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾋﾞﾙ 2階 Room B・C

座長：東京女子医科大学 睡眠科（循環器内科） 鈴木 真由美 先生

演者：福島県立医科大学 循環器内科学講座

心臓病先進治療学講座 教授 義久 精臣 先生

『 心房細動の包括的管理における睡眠呼吸障害の意味
‐ 高血圧・心不全も踏まえて ‐ 』

特別講演

座長：公益財団法人 日本心臓血圧研究振興会附属

榊原記念病院 循環器内科 吉川 勉 先生

17:30～18:30

2018年 7月 21日（土）16:00 ～18:30日時

場所

演題

医療法人社団愛語会 要クリニック 柴崎 佳奈 先生

『 CPAPコンプライアンス向上に向けての検査技師の役割 』

東邦大学医療センター大森病院 呼吸器内科 高井 雄二郎 先生

教育演題

座長：東京医科大学 循環器内科 髙田 佳史 先生

『 当地域におけるSAS地域連携の取り組みについて 』

当番世話人

参加費：1,000円（研修医、メディカルスタッフは無料）

吉川 勉 榊原記念病院 循環器内科

16:30～17:15

演題

※研究会終了後、情報交換会をご用意いたしております

共催：東京循環器睡眠呼吸障害研究会・帝人ﾌｧｰﾏ株式会社・帝人在宅医療株式会社



＜会場のご案内＞


